



































































































































































































































































































































































i毎後宗臣編 f日本教科書大系近代編第15巻 地理（ー）』講談社 1965年




坂元満・菅瀬正・成瀬不二雄著 『原色日本の美術第20巻 南蛮美術と洋風画j小学館 1982年
高島三良訳 『山海経一一一中国古代の神話世界J平凡社ライブラリー 1998年
長崎市立博物館 『長崎市立博物館資料図録皿j長崎市立博物館 1994年
文化庁監修坂元満・戸枝敏郎編 『日本の美術 No.328 横浜版画と開化絵』至文堂 1993年
福沢諭吉 『福沢諭吉全集第2巻j岩波書店 1959年
横田洋一編 f横浜浮世絵J有隣堂 1988年
和漢三才図会刊行委員会編 『和漢三才図会 上j東京美術 1970年
［注］
① f日本国語大辞典jでは仮名垣魯文の 『西洋道中膝栗毛jが初出として挙げられている。
② ドナルド・キーン 『日本文学の歴史10 近代・現代篇』中央公論社、 1995年、 36～37頁。
付記・本稿は平成10年度財団法人上演倫理財団研究助成および平成12年度科学研究費補助金による研
究成果の一部である。
－旧字は適宜現行の字体に改めた。
＊討議要旨
Gossmann Hilaria氏は、逆に民衆の認識に対して文学作品がどの程度影響を与えたか、また、現代
にもこういった人種観は残存しているのか、と尋ね、発表者は、そもそもこの研究を始めたきっかけ
は、日本人が「脱亜入欧J思想を現代まで引きずっているのではなし叶主という問題意識を持ったから
である、現代文学にも例えば遠藤周作「アデンまでJ、三島由紀夫「金閣寺」、大江健三郎「飼育」な
ど外国人が登場する作品はあり、研究も多いが、その根元にある世界観を探ろうと考えた、と答えた。
平岡敏夫氏は、丸山真男 I日本政治思想史研究jに代表されるような、政治史的な視点、すなわち
「外患Jがnationの形成を促した幕末明治の動きに、この研究を重ねて考えると非常に面白い、ただ、
自由民権運動などの動きを見ると、日本人の人種観も単に外国人への蔑視あるいは嫌悪だけではない
のではないか、また明治初期のテーヌの文学史を受容した三上参次・高津鍬三郎におけるraceの概念
なども視野に入れてはどうか、と助言した。
Haruko Iwasaki氏は、江戸の人のものの見方として、ヒエラルキーとカテゴリーを立てるのが好き
だが、そこに西洋のものが入ってきたときに衝突はなかったのか、私の印象では例えば「未開・半
開・開化」の図などは浮世絵の三枚続の枠組に西洋の概念がするりと入ってしまったように見える、
と述べ、また、中国では周縁の国はぽかされているが、西洋は全て記述しないと気がすまない、とい
?
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う違いがあるように思うがどうか、と尋ね、発表者は、江戸時代における人種観とその記述は、中国
系が大衆に普及していて、蘭学を通じて入った西洋系のものは知識人向けのものであったが、明治の
啓蒙運動が中国系を駆逐したようだ、と答えた。
神野藤昭夫氏は、朝日新聞の日曜版に連載されている「名画日本史」にペリー図が取り上げられて
いて（2000年10月29日）、そこに「恐怖心の投影 好奇心の結晶」という見出しがあって感心したが、
ペリーの肖像は個性的なのか類型的なのか、人種観がどのように反映されているのか、と尋ね、発表
者は、天狗に似ている描き方は、恐怖心の類型的表現といえるが、それから10年ほどたった「横浜浮
世絵jにおける外国人像は好奇の対象としての表現、そこからは大きな変化が窺える、この時期の撲
夷運動と並行しているのも面白い、と答えた。
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